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クションを検討する（第 2 節）．つづく第 3 節と 4 節では，80 年代に開催されたワークショップ
「ホモセクシュアリティの心理・社会的局面」を取り上げ，そこで論じられた社会主義社会にお
けるホモセクシュアル解放論を検討し，そこにひそむ問題点を明らかにする．














　1968 年 7 月 1 日に，成人ホモセクシュアル間の性的行為を犯罪としていた刑法 175 条が廃棄



























いく．そのきっかけになったのが，1973 年 1 月の Michael Eggert と BRD のホモセクシュアル
活動家との出会いであった．Eggert はベルリンの「Mocca-Bar」で BRD の Frank Ripploh，
Peter Hedenström および Homosexuelle Aktion Westberlin（HAW）の活動家たちと知り合
い，彼にドイツ連邦共和国（BRD）のテレビでの Rosa von Praunheim と Martin Dannecker
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のフィルム「倒錯しているのはホモセクシュアルではなくて，彼が生きている状況のほうだ
（Nicht der Homosexuelle ist pervers, sondern die Situation, in der er lebt）」（最初の放映は
1971 年 7 月 3 日）をおしえてくれた．その数日後の 1 月 15 日に，DDR で初めてのホモセクシュ
ア ル グ ル ー プ Homosexuelle Initiative Berlin（HIB） が Eggert，Michael Keller，Peter 
Rausch らによって創設される（Brühl 2006: 108; Sillge 1991: 89f）．Thinius（1994: 20）によれ
ば，このフィルムは DDR におけるホモセクシュアルの状況を変えるのに重要な衝撃を与えた．












す」（Brühl 2006: 110 より）．
　1976 年には，ホモセクシュアルグループがつくられる中で，URANIA はホモセクシュアリ




　1978 年 12 月 10 日には，これまで HIB が求めてきたホモセクシュアルな市民団体の創設に関
して，保健衛生省は「拒否のお知らせ」をよこした．その拒否の理由は，DDR ではホモセク
シュアルも法的に市民として認められているから，固有の団体は必要ないというものであった．







することができます」（Grau 1995: 127; Brühl 2006: 115 より）．　
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　1979 年 9 月 20 日に，いくつかの申請の後に，HIB は DDR の閣僚評議会での話し合いに招か
れるが，ここでも「ホモセクシュアル」の組織は拒否された．「ホモセクシュアルの組織は，な
お揺れ動いている青少年の心を動かして，よりよい（へテロセクシュアルな）側を選ぶのを決定
するためには，許されない」（Brühl 2006: 115 より）というのが，その理由であった．
　80 年代に入ると，まず活動サークルが福音主義教会内につくられていく．1982 年 4 月 25 日，
福 音 主 義 学 生 団 体 Leipzig 内 に「 活 動 サ ー ク ル ･ ホ モ セ ク シ ュ ア リ テ ィ（Arbeitskreis 
Homosexualität）」が設立され，8 月 29 日には，ベルリンの活動サークル「ホモセクシュアル ･
自 助（Homosexuelle Selbsthilfe）」 の 第 1 回 の 催 し が 行 わ れ た． こ の 年 に，Berlin-
Brandenburg 福音主義アカデミーは「深く根付いている偏見に反対する意見表明　　社会にお
けるホモセクシュアルとへテロセクシュアル（Ein Plädoyer gegen tiefsitzende Vorurteile － 
Homosexuelle und Heterosexuelle in der Gesellschaft）」を出している．
　1983 年になると，ベルリンに「教会のゲイ（Schwule in der Kirche）」が設立され，10 月 1
日には，福音主義アカデミー・ザクセン＝アンハルトが「わが社会におけるホモセクシュアリ
ティとホモセクシュアル」をテーマにした会議を開催しているが，これは国家公安局




　こうしたホモセクシュアルの運動に対して，1984 年 7 月 20 日の国家公安中央局Ⅶ /2 の報告
に「ホモセクシュアル男性はカード目録でとらえられている」（Grau 1995: 138; Brühl 2006: 
126）とあるように，Stasi はホモセクシュアル男性をつねに監視していただけではなく，1985
年春には，国家公安省の中央服務指令は「DDR におけるホモセクシュアルの組織づくりを妨害
する」ことすら求めていた（Grau 1995: 136; Brühl 2006: 127）．
　1984 年 8 月 6 日には，ベルリンの「教会のゲイ」が国家当局に向けて，要求・提案カタログ
を作成している（Brühl 2006: 127）．
　以上のような動きを背景に，1985 年 6 月 28 日，第 1 回ワークショップ「ホモセクシュアリ
ティの心理・社会的局面」が開かれる．これは，公的にホモセクシュアリティと取り組む，社会





ルがはじめて教会外につくられる（Sillge 1991: 100）．そして，1987 年 8 月 11 日に，第 151 条
に関する最高裁判決が出されるが，そこにはこう書かれていた（Oberstes Gericht 1987）．
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年 12 月 14 日の人民議会で制定されることによって，翌 1989 年 7 月 1 日にようやく廃棄される
ことになる（Bach und Thinius 1989; Brühl 2006: 142）．
　その後，1989 年 6 月 11 日には，活動サークル・ホモセクシュアリティ第９回メンバー会合
（カール・マルクスシュタット）で「レズビアンとゲイの承認と同権にむけて　原則と措置」が
発表され（Für Anerkennung und Gleichberechtigung 1989），9 月には「ホモセクシュアル市
民をいっそう統合し同等の立場にするための世俗のレズビアンとゲイグループの要求カタログ」
がポツダムでの会議で採択されている（Forderungskatalog 1989）．こうしたなかで 1990 年 2
月 18 日に，Schwulenverband in der DDR（SVD）がライプツィヒで 81 名が参加して設立さ
れ，同年 6 月 23 日には Schwulenveband in Deutschland へと名称を変更している（Thinius 
1994: 98; Brühl 2006: 145）．
　第２節　ホモセクシュアリティをめぐる研究者の態度
　以上の Stasi の監視下でのホモセクシュアル当事者の運動と要求に対して，研究者はどのよう






視の対象とすらしていた．それを合理化したのが，1983 年に出された Gerhard Fehr の学位論
文である1）．これは，ベルリン市政府（Magistrat）内務局から委託されて書かれたもので，反
ホモセクシュアルの偏見にまみれた学位論文（Thinius 1994: 23-25; Thinius 2006: 25-29; Brühl 
2006: 125）であった．
  そもそも，この学位論文は，「犯罪性の疑いのあるものとして，および彼らの態度において非
社 会 性 を 助 長 し て 現 わ れ て く る こ と が あ る（ ……） 人 物 グ ル ー プ を（ ……） 偵 察 す る
（aufklären）」（Fehr 1983: 6; Thinius 1994: 23 より）ために書かれたものであった．Fehr は
「これまでこの人物サークルが人民警察や検察庁でも特に把握されてこなかった」（Fehr 1983: 
15; Thinius 1994: 23 より）ことを懸念し，このリスクグループを「全面的に偵察し，目標に向
けて刑事警察の調査（Bearbeitung）をし」，「その結果首都における秩序と公安・安全をいっそ





嫌疑を確固としたものにする」（Fehr 1983: 22, Thinius1994: 23 より）．こうした偏見から，
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くに資本主義国の外国人との現行の接触は，非合法の申請者とホモセクシュアルによる万一の敵







セクシュアルの受容を求めて，1984 年 4 月にフンボルト大学のドイツ社会主義統一党（以下
SED）組織にホモセクシュアリティに関する議論のために提出されたものである（Laabs 1984, 




































に Laabs 自身がインタビューの中で述べているように，「SED との決裂」，「奴隷の言語からの
脱出」であったが，それでも「奴隷の言葉」で書かれていた（Thinius 2006: 59）．だが，この文
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シュアリティの自然科学的説明」「Ⅳ．「ホモセクシュアル」問題の社会的処理（Aufarbeitung）
への提案」となっているように，この文書はホモセクシュアリティの学際的・総合的な検討と提
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「学際的研究グループ同性愛（Homophilie）」と呼ぶべきかどうかで思い悩んでいた．ホモセク



































家族」の Aresin，Bach や男性性病学の Erwin Günther に，ホモセクシュアリティに関する会
































































































アルの統合と解放」を議事日程にのせた（Grau 1989: 75）．その結果，1988 年 4 月 23 日に第 2
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ラジオ，1987 年 11 月 17 日放送「Mensch, Du ! － ich bin homosexuell」DDR テレビ「Visite」
で 1987 年 9 月 7・8 日 放 映 ）． さ ら に 1988 年 始 め に は じ め て，DEFA（Deutsche Film-



























　第 2 回ワークショップは，次の 6 グループからなる公式・非公式のグループの学際的な活動と
なった（Günther 1989: 228-229）．①フンボルト大学研究グループ・ホモセクシュアリティ
（Bsonek，Thinius，Günther，Bach など），② DDR 大学・専門学校制度省のもとにある委員
会・ 性 科 学（ 委 員 長 Werner， 代 理 Günther， 共 同 研 究 者 Aresin，Ahrendt，Bach，







シュアリティを病気とする，国際的な疾病リストにある No. 302.0 の訂正を，リストの次版（第
10 回の修正）を準備している委員会に申請したが8），DDR 政府自身は訂正を求めず，疾病リス
トを承認していたことである．2 つめは，DDR では図書館で外国の性科学文献を利用すること













































ある報告者は Peter Weiß から借用した言葉「抑圧されたものは抵抗においてようやく我に返り，
抵抗は抑圧されたものの人間であることの条件である」を，演壇に着く前に彼の草稿から削除し
たのである（ibid.: 51-52）．


















































　では，ワークショップにおいて何が問題となったのか．その争点は大きくは 3 つある．1 つは，
ホモセクシュアリティの本質をめぐる問題である．とくに問題となるのが，Dörner のホモセク
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与えたのが，Dörner のホモセクシュアリティ内因説であった．すでに 1969 年 3 月には BRD の
雑誌『スター（Der Stern）』に，Dörner のラット研究が紹介されていたし，Dörner の研究は





























向を変えることができる」（1976＝1983: 227-8; 邦訳 175）と，手術を考えている．しかし，「身
体的および／あるいは心理的な性分化障害の真の原因治療は，人間では胎生期における生殖器と
／あるいは脳の臨界分化期中に唯一可能であると思われる」ので，「胎生期の生命のできるだけ
早い時期に神経内分泌性の障害を診断して予防すること」（ibid.: 228; 邦訳 175）が問題だとして
いる．ここで考えられているのは，アンドロゲン欠乏の男子の胎児にアンドロゲンを投与するこ
とであり，逆にアンドロゲン濃度が非常に高い女子に抗アンドロゲン剤で治療することである





　この Dörner の発生理論は 70 年代に研究者の間に広まる．性科学に関する事典を追うと，64
年の『性科学・境界領域事典』（Dietz/Hesse 1964）では，ホモセクシュアリティの原因として
性ホルモン説はまだ挙げられていないが，70 年代に入ると，『性科学』（Hesse/Tembrock 1974; 






































対する，科学の降伏であろう」（Grau 1995: 130 より）．



























ているだけである」（Brühl 2006: 112 より，Thinius 1994:81 もみよ）ことを主張している．









　さらに 1985 年には，Opitz が非公式の自費出版雑誌『Mikado』に，DDR におけるホモセク








　（３）　ワークショップでの Doƒrner 評価　では，ワークショップでの Dörner 評価はどうで
あったのか．第 2 回ワークショップで，Dörner の研究が検討されている．Tunsch（1989）は
Dörner の研究における倫理的問題を問題にしている．Dörner（1987）の研究に対しては禁止を
63














































































ない」と考えて，AIDS 問題を手短かに著書の始めに据えておいたのに（Werner 1987: 10），不













































































































第 1 に，DDR の公共意識ではレズビアンが不在だということである．例えば，ホモセクシュア
リティ研究においてレズビアンが軽視ないしは無視されている．ホモセクシュアリティのテーマ
に関するたいていの出版物が主にあるいはもっぱら男性を問題にしたものとなっているのであ
る．DDR ではじめてホモセクシュアリティに関して公刊された 1965 年の Freund（1965）の本
のタイトルは「男性におけるホモセクシュアリティ」であったし22），今日いくつかの大きな図書


















制収容所へと連れ去られたし，戦後も 1968 年に第 175 条が削除されたかわりに第 151 条が導入
されて，レズビアン女性も再び刑法によって脅かされることになった．どれほど多くのレズビア













とについての予感」（カミングアウトの第 1 段階）は平均 18.3 歳で，ゲイ男性よりも約 3 年遅く
なっている．次の段階であるホモセクシュアルな指向の確信は，平均 22.9 歳．他の女性との最
















　第 2 の限界は，Dörner に対するアンビバレンツな評価にみられる．SED 体制のもとで権威の
ある Dörner の研究に対するトータルな批判が困難であった点を差し引いても，その根底にはセ
クシュアリティに対する生物学主義的理解があったと言えよう．





１）Fehr, Gerhard 1983: Zu einigen Aspekten der Entwicklung der Risikogruppe der männlichen 
Homosexuellen und der Risikogruppe der kriminell gefährdeten, nicht lesbischen weiblichen 
Jugendlichen und Jungerwachsenen in der Hauptstadt Berlin.
２）すでに戦後すぐの 1948 年 9 月 23 日に，Rudolf Klimmer は，ナチ体制被迫害者団体（Vereinigung 
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der Verfolgten des Naziregimes: VVN）に，ホモセクシュアルをナチの犠牲者として認めてほしい
と申請したが，ホモセクシュアルは「ナチ体制の原理的な犠牲者」ではなかったとの理由付けで拒否
されていた．Klimmer は再度 1949 年 6 月 23 に申請したが，これもまた拒否された（Brühl 2006: 
98）．その後も Sillge らがこれを求めていた．
３）1968 年刑法改正で 175 条が削除される代わりに 151 条が導入され，14 ～ 18 歳の同性の青少年との性
的関係が処罰の対象とされた．しかし，へテロセクシュアルの場合には，14 ～ 16 歳の青少年との性
的関係が処罰の対象とされていた（149 条）．
　　149 条




　　（１）14 歳から 16 歳の青少年が性的行為へと虐待される場合
　　（２）16 歳から 18 歳の青少年が性交ないしは性交に似た行為へと虐待される場合には，3 年以下の自
由刑か保護観察処分（刑法 82 条により８年後には時効）．
　　151 条
　  「14 歳から 18 歳の青少年とホモセクシュアルな行為が行なわれた場合には」，3 年以下の自由刑か保護
観察処分（刑法 82 条により８年後には時効）．
４）こうした自己了解は，Thinius（1994: 29）によると，1988 年の最後の研究構想にも見られる










ば Aresin 1983: 113-114; Schnabl/Starke 1984: 290-291）．
７）第 1 回ワークショップの会議の主要な報告は Amendt（1989）に収められ，第 2 回ワークショップの
報告は Schmigalla（1989）として出され，その主要な報告も Amendt（1989）に収められている．









10）Brühl, Olaf.: Der Beobachter sieht nichts. Aspekte zur psychosozialen Situation der 
Homosexualität.
11）1968 年刑法 140 条全文は以下の通りである．「ある人を，他の民族，他の国民あるいは人種の帰属の
ゆえに傷つけたり誹謗したりする者は，2 年以下の自由刑，保護観察付き有罪判決，罰金刑ないしは
71
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公共の譴責に処せられる」．
12）Dörner の邦訳書（1983）の著者紹介によると，彼は 1965 年には東独国家賞を受賞しており，1971 年
には日本内分泌学会の地方会で特別講演するために来日している．
13）Dörner, G. u. a.（1980）；Dörner, G. u. a.（1983）も参照．
14）BRD では，Dörner の研究にもとづいて手術による男性の治療が実際に行なわれた（Levey 1996＝
2002: 127）．Levey は Dörner（翻訳では「ダーナー」と表記）の研究とそれに対する冷静な評価を行
なっている．
15）ここで Tunsch が引き合いに出しているのは，Dörner（1972）および Dörner（1987）である．
16） ここでは，Dörner（1980）および Dörner（1983）が検討されている．
17） Hinz, G, Dörner, G. 1986: Die Bedeutung von Hormon für die geschlechtsspezifische 






19）DDR における Dörner に対する曖昧な態度とは反対に，BRD では，すでに 1981 年に Dörner に対す
る性科学者たちの批判的声明が出されている（Dannecker/Schmidt/Schorsch/Sigusch 1981）．





























は Freund の著書の出版を 1965 年としているが，より正確にはその初版は 1963 年である．なお，
DDR ではすでに 1958 年に，Klimmer が著書《Die Gleichgeschlechtliche Liebe》を DDR で公刊し
よ う と し た が， 出 版 社 は 印 刷 の 認 可 を 国 家 か ら 得 ら れ な か っ た． そ の た め 同 じ 年 に《Die 




回収率は約 4 ないしは 5 分の 1，回答数は女性 71 人であった（Bünnig/Büttner/Günther 1989: 97）．
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